
令和５年度 第２回 南部中学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時  令和５年１１月２９日（水） １３時４０分から１５時２０分まで 

２ 開 催 場 所  南部中学校 パソコン室 

３ 出 席 委 員  栁川 樹一郎、清水 哲夫、大場 敬丘、長谷川 尚也、田口 博、 

蓑 悦子、土屋 善次郎、源馬 志緒、杉浦 秀典 

４ 欠 席 委 員  なし 

５ 学校支援コーディネーター 鈴木 健吾 

６ 学   校  小澤 義則（校長）、山村 隆信（教頭）、都築 哲（主幹） 

         飯田 知史（ＣＳ担当教職員）、深澤 由美子（ＣＳディレクター） 

７ 教育委員会  鈴木 陽子（教育総務課） 

８ 傍 聴 者  なし 

９ 会議録作成者  ＣＳディレクター 深澤 由美子 

10 議長の選出 

司会から、議長の選出について意見を求めたところ、清水委員より大場委員を推挙す

る旨の発言があり、全員異議なくこれを承認した。 

11 協 議 事 項   

（１）二大行事の反省と来年度以降について  

（２）いじめ防止等のための基本的な方針について 

（３）その他 

・休日の部活動について 

・制服について 

・学校プールについて 

・楊子公園での中学生の行動による相談電話について 

 

12 会 議 記 録 

   委員総数１０人全員の出席があり、過半数に達しているため会議が成立 

 議長の指示により、教頭から、別紙資料に基づき協議事項について説明があり、委員

からは、以下の発言があった。 

（１）二大行事の反省と来年度以降について 

 「体育大会（エコパスタジアム開催）について」 

・ 遠方ではあるが、新しい感覚・環境を経験することに期待していた。期待以上の

結果で、競技場のスクリーンに映された子供たちの走っていく様子など非常に良

かった。（清水委員） 

・ 平日にも関わらず大勢の方が来て、子供達も気分良くできたと思う。しかし「少

しの時間だけ見に行くのは難しく残念」との声もある。（蓑委員） 

・ 練習期間が少なくても本当に立派にできていた。競技場が広いので生徒たちを遠

目に見ることにはなるが、撮影が難しい１００ｍの直線をカメラで撮りスクリー

ンへ映したことには感動した。それを子供達に見せることができて良かった。見



 

 

ていて楽しかった。ぜひ来年もやってほしい。（田口委員） 

・ 自家用車がないと公共交通機関を使うしかない。事故があった場合など考えなく

てはいけない（大場委員） 

「文化発表会（アクトシティ開催）について」 

・ 大きなコンクールや大会の様な歌声で感動した。音楽が好きな人ばかりではない

のにとても上手くまとまっていて素晴らしかった。（清水委員） 

・ 南部中の合唱はレベルが高いと聞く。とても良く声が出ていた。子供たちの良い

思い出になったと思う。（柳川委員） 

・ 合唱もさることながら演奏も良くて驚いた。（田口委員） 

 

（２）いじめ防止等のための基本的な方針について 

協議の結果、全員異議なくこれを承認し、また後日意見を徴することとした。 

 

（３）その他 

   「休日の部活動について」 

・ 部活動は人を育てるもの。外部指導者を募るに当たっては、人選や基盤づくりが

重要なので焦らずじっくり取り組みたい。（柳川委員・清水委員） 

・ 部活動の主役は子供ですが、先生方がまとめて下さって成り立っていると思う。

外部指導者への完全移行は反対。導入時の問題への対応や保険なども念頭に入れ

てほしい。（鈴木委員） 

・ 先生方の対応時間も長すぎる。子供たちもそれを見ていて次世代が育つか心配。

人を厚くして時間の調整ができるように考えていきたい。（長谷川委員） 

「制服・学校プール・楊子公園での中学生の行動による相談電話について」 

 今回は刻限が迫り、後日付議することとなった。 

 

13 学校支援コーディネーター活動報告 

先月の職場体験では自社に５名を受け入れた。製造業ということもあり、一日目は出

荷などの現場を見学し、その後ハンダ付けや構造を知るために製品を分解して再組立作

業。二日目は納品を想定し、図面を見ながら実際に組み立てタイムトライアル。納期に

間に合わせるプレッシャーを受けながら頑張っていた。 

他所では自衛隊やＫ－ＭＩＸ。ラジオ局では子供たちの感想が実際に放送された。 

みんな伸び伸びと取り組んでいた。貴重な体験をすることができ、将来に繋がれば良

いと感じている。 

  

その他報告事項 

司会から、次回会議は、令和６年２月１４日（水）午後１時４０分からパソコン室で開催

する旨の報告があった。次回議長は、田口議員にお願いすることで、本人を含め、参加した

委員全員の承認を得た。 


